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私
は
、
旧
居
と
目
と
鼻
の
先
ほ
ど
の
若
宮

町
に
生
ま
れ
、
今
も
ず
っ
と
そ
こ
に
住
ん
で

い
ま
す
。
し
か
も
、
富
田
砕
花
先
生
の
作
ら

れ
た
校
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
宮
川
小
学
校
、

精
道
中
学
校
と
進
み
ま
し
た
。
当
然
、
旧
居

の
前
を
何
度
も
通
っ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、

生
前
の
砕
花
先
生
と
は
一
度
も
顔
を
あ
わ

せ
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
私
が
、
先
生
の
残
さ
れ
た
書
籍
類

や
書
簡
類
の
整
理
を
お
手
伝
い
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
平
成
三
年
に
高
校
時
代
の

担
任
・
滝
山
先
生
か
ら
、
市
の
教
育
委
員
会

に
ア
ル
バ
イ
ト
に
こ
な
い
か
と
い
う
お
誘

　　
　
　
　
　
　
　
　

い
を
い
た
だ
い
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
そ
の
年
は
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　

和
五
十
九
年
に
砕
花

　
　
　
　
　
　
　
　

先
生
が
九
十
三
歳
で

亡
く
な
り
、
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
約
一
万
八
千

点
に
及
ぶ
膨
大
な
書
籍
類
を
、
詩
人
・
和
田

英
子
先
生
ら
に
よ
っ
て
「
富
田
砕
花
資
料
目

録
」
第
一
集
〈
書
簡
・
葉
書
類
〉
が
発
行
さ
れ
、

第
二
集
の
分
類
整
理
作
業
が
始
ま
っ
て
い

た
年
で
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
に
は
旧
居
が
一
般

公
開
さ
れ
、
分
類
整
理
さ
れ
た
資
料
は
旧
居

に
展
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
、
文
化
振
興
財
団
の
職
員
と
し
て
引

き
続
き
分
類
整
理
作
業
の
お
手
伝
い
を
す

る
こ
と
と
な
り
、
資
料
目
録
の
第
二
集
〈
雑

誌
類
〉・
第
三
集
〈
原
稿
類
〉・
第
四
集
〈
書
籍

　　
類
〉
の
発
行
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の
五
月
か
ら
は
、
前
任
者
・

中
川
キ
ヨ
さ
ん
の
跡
を
継
ぎ
、
管
理
人
と
し

て
旧
居
に
通
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

不
思
議
な
ご
縁
だ
な
あ
っ
て
、
し
み
じ
み

思
い
ま
す
。

　

キ
ヨ
さ
ん
は
、
生
前
の
富
田
砕
花
先
生
の

人
と
な
り
や
旧
居
の
長
い
歴
史
に
つ
い
て

語
る
こ
と
の
で
き
る
生
き
証
人
の
よ
う
な

か
た
で
す
が
、
も
と
よ
り
私
に
は
そ
ん
な
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
先
生
が
残
さ
れ

た
膨
大
な
書
籍
類
の
分
類
整
理
を
手
伝
わ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
富
田
砕
花
と
い

う
か
た
の
偉
大
さ
や
優
し
さ
、
緻
密
さ
や
繊

細
さ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
少
し
理
解
で
き
た

よ
う
に
思
う
の
で
す
。

　

今
後
は
、
そ
う
し
た
先
生
の
膨
大
な
資
料

を
、
年
に
二
回
く
ら
い
入
れ
替
え
た
り
で
き

れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
文
学
に
縁
が
あ
っ
て
も
な
く
て

も
旧
居
を
訪
ね
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に
、
の

ん
び
り
お
庭
を
な
が
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
旧
居
の
お
庭
を
ぼ
ん

や
り
眺
め
て
い
る
と
、
と
て
も
心
が
落
ち
着

い
て
く
る
ん
で
す
よ
。
手
を
加
え
す
ぎ
て

い
な
い
緑
あ
ふ
れ
る
お
庭
を
、
き
っ
と
砕
花

先
生
も
愛
し
て
い
ら
し
た
ん
だ
と
、
そ
う
思

え
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

●
米
山 
加
代
美
（
よ
ね
や
ま 
か
よ
み
）
氏

　
　

若
宮
町
生
ま
れ
の
芦
屋
育
ち
。
現
在

　

も
芦
屋
市
在
住
。

　
　

平
成
三
年
三
月
か
ら
、
「
富
田
砕
花
資

　

料
目
録
」
第
二
集
〈
雑
誌
類
〉
発
行
の
た
め

　

の
分
類
整
理
作
業
に
係
わ
る
。

　
　

ま
た
、
平
成
十
八
年
五
月
よ
り
、
富
田

　

砕
花
旧
居
の
管
理
人
に
就
任
。

※
富
田
砕
花
旧
居
（
宮
川
町
四
番
十
二
号
）

　

の
開
館
は
、
毎
週
水
曜
日
と
日
曜
日
の
午

　

前
十
時
か
ら
午
後
四
時
（
入
館
は
三
時
ま

　

で
）
。
入
館
無
料
。

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(1 7: 0 0～9: 0 0)水道修理工事当番表【７月】

問い合わせ　水道部工務課　緯38-2083

　　店　名 TEL 当番日

詩
人
・
富
田
砕
花
旧
居
の
庭

●平日の昼間は水道部で

対応いたします。

●土・日・祝日は市役所

(緯31-2121)へお尋ね

いただければ、当番業

者をお知らせします。

●平日の夜間の修理は、

右の「芦屋市指定水道

工事事業者」が当番を

組み待機しています。

問い合わせ　子育てセンター　 31-8006

問い合わせ　道路課　 38-2062

　
　

岩
園
橋
交
差
点
の
東
山
横
断
歩

道
橋
を
撤
去
し
、
新
た
に
横
断
歩
道
を

設
け
る
な
ど
交
差
点
内
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
図
り
、
周
辺
歩
車
道
の
舗
装

改
良
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
横
断
歩
道
橋
の
撤
去
は
、
安

全
確
保
の
た
め
夜
間
全
面
通
行
止
め

規
制
の
上
、
作
業
を
行
う
予
定
で
す
。

　

詳
し
い
日
程
等
は
、
現
地
周
辺
に
看

板
を
設
置
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水
道
水
源
保
全
作
戦
を
実
施

　

「
水

道

週

間
」（
六

月

一
日
～
七
日
）
の
一
環

と

し

て
、
六

月

二

日

（
金
）
に
市
の
水
道
水
源

で
あ
る
芦
屋
川
の
上
流

部
の
清
掃
を
兵
庫
県
芦

屋
健
康
福
祉
事
務
所
、

芦
屋
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽

部
、
水
道
工
事
業
協
同

組
合
、
水
道
サ
ー
ビ
ス

協
会
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
八
百
九
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ゴ
ミ

を
回
収
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
用
テ

ン
ト
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
ほ
か
、
道
路
わ
き

に
は
自
動
車
の
窓
か
ら
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た

空
き
缶
な
ど
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

市
の
自
己
水
源
で
あ
る
芦
屋
川
の
保
全

は
大
切
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
部
総
務
課　
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今月下旬から工事を開始

宮
川
線
道
路
改
良
工
事

　つどいのひろば「むくむく」(子育てセン

ター内)がオープンしました。子育てに疲れ

た心をリフレッシュするための空間として、

また、出会いと育ち合いで子育ての輪を広げ

ていくことがで

きます。お気軽

にお立ち寄りく

ださい。

■対象　乳幼児

と保護者　■日

時　月～土曜日

午前10時～午後

３時(水・日・祝

日休み)

映画会「ロボッツ」

子 ぎ つ ね へ レ ン■日時　７月26日

(水)①午前10時30

分～②午後１時30

分～ 　■ 定員　

①②各先着500人

■会場　ルナ･ホー

ル　■申し込み　

事前に協力金300

円を添えて、社会

福祉協議会窓口へ。

■日時　７月23日(日)

①午前10時30分～②午

後２時～ 　■会場　

ルナ・ホール　■内容

北海道を舞台に、目と

耳の不自由な子ぎつね

と太一少年の心のふれ

あいを描いた、感動の

作品　■費用　700円

問い合わせ　市民センター　 31-4995
問い合わせ

　社会福祉協議会　 32-7530

いきいきシネマサロン

撮影・桑田敬司
　

私
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民

生
活
の
安
全
や
市
内
の

治
安
維
持
な
ど
に
功
績

の
あ
っ
た
警
察
官
に
対

し
、
七

月

六

日
（
木
）
の

「
〝
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
〟
市
民
の
集
い
」
に

お
い
て
、
山
中
市
長
か
ら

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

警察官に感謝状を贈呈

問い合わせ　秘書課　 38-2000

　交通安全教室・街頭キャ

ンペーン等交通事故防止

の啓発活動を活発に行う

とともに、交通指導取り

締りに従事。市の交通安

全確保に貢献。

　日々発生する事件・事

故等に対する的確な指揮、

事件検挙はもとより市民

からの相談等に対しても

親身に処理。市の安全・

安心なまちづくりに貢献。

中村　亜希子　氏

(交通安全課指導係)

中田　博　氏

(地域課地域１係)

場所接種月接種回数標準的接種年齢接種対象年齢接種

保健センタ
ー 13時30分
～14時30分・
広報あしや
に日程掲載

５・11月に
１回ずつ接種

６週以上
あけて２回

生後３カ月～18カ月未満生後３カ月～90カ月未満ポリオ集
団
接
種

乳
幼
児
期

年12回１回生後３カ月～６カ月未満生後３カ月～６カ月未満ＢＣＧ

市内予防接
種実施医療
機関(要予

約）

通年

３～８週
あけて３回

生後３カ月～12カ月未満生後３カ月～90カ月未満
Ⅰ期
初回三種混合

ジフテリア
破傷風
百日咳

個
別
接
種

１回
Ⅰ期３回接種後12カ月～

18カ月の間に１回

生後３カ月～90カ月未満、
Ⅰ期初回(３回)接種後、

６カ月以上おく

Ⅰ期
追加

１回生後12カ月～24カ月未満Ⅰ期ＭＲ混合
麻しん
風しん １回５歳以上～７歳未満で小学校就学前1年間Ⅱ期

通年(現在中
止)

１～４週
あけて２回

３歳生後６カ月～90カ月未満
Ⅰ期
初回

日本脳炎
通年(現在中

止)
１回４歳

生後６カ月～90カ月未満、
Ⅰ期初回(３回)接種後、

概ね１年おく

Ⅰ期
追加

市内予防接
種実施医療
機関(要予

約）

通年１回

小学校４年生９歳以上～13歳未満Ⅱ期日本脳炎

学
童
期 小学校６年生11歳以上～13歳未満

二種混合
ジフテリア
破傷風

※麻しん・風しんの予防接種を受けた人も、幼稚園・保育所

　年長時に、ＭＲ混合ワクチン(麻しん・風しん)Ⅱ期の予防
　接種を受けることができます。

※申込書は、各医療機関にあります。

予防接種対象年齢一覧
問い合わせ　健康課　 31-1586

通年(現在中
止)

通年

（ ）（ ）

（ ）


